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A CASE REPORT ON A PATIENT WITH PULMONARY DISEASE 

      EXCRETING FREQUENTLY "MYCOBACTERIUM" 

           RHODOCHROUS—LIKE ORGANISMS*

Michio TSUKAMURA, Hirokazu INAGAKI and Hiroko KONDO

(Received for publication February 20, 1970)

   A case of female patient was reported, who was excreting frequently "Mycobacterium" 

rhodochrous-like organisms in her sputum specimens. The organisms was demonstrated in all 

the examinations made three times monthly for one year. The clinical course of the patient is 

shown in Fig. 1. 

   The characters of this organism are shown in Table 1, which resembled very much to 

those of  "Mycobacterium' rhodochrous ATCC 13808 (Table  2). 

   As to the distinguishing characters useful for differentiation between rapidly growing myco-

bacteria and nocardias shown in Table 2, this organism differed significantly from Mycobac-

terium (5 differences) and from Nocardia (4  differences), It resembled to  "M." rhodochrous, 

differing in only one of the distinguishing characters, and was considered to be an intermediate 

between Mycobacterium and  Nocardia. 

   The organism is only weakly acid-fast and not so completely acid-fast as mycobacteria, 

and, by this characteristic, it is differentiated from the genus Mycobacterium, for which the 
"complete" acid -fastness is a key character . The organism lacks mycelium. By this, it is dif-

ferentiated from the genus  Nocardia, for which the  mycelium formation is a key character. 

No appropriate position was found in the genera described in the Skerman's Guide to the 

Identification of the Genera of Bacteria. Considering the difference both from  Mycobacteriiem 

and Nocardia, it was suggested that this organism together with "M." rhodochrous may belong 

to a new  genus, Gordona. The name Gordona bronchialis has been proposed for this organism.

* From the National Sanatorium , Chubu Chest Hospital, Obu, Chita-gun, Aichi-ken  471 

 Japan.
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緒 曾

``Mycobacterium"rhodochrousは も ともとNocardia

と考 えられていたが,Gordon&Mihm1》2》 に よつ て

Mycobacteriumに 入れられた。しかし,後 にGordonS》

自身によつてMycobacteriumと することに疑問が表明

され,「Mycobacterium,Nocardia,Corynebacterium

のいずれ とも似て非なる菌」とされている。本報では便

宜上M・rhodochrOUSの 呼称を用いるが,こ れは現在こ

の菌の分類学的地位が確定していないためで,こ の菌を

Mycobacterium属 の一員と考えているわけではないこと

をお断 りしてお く。

M・rhodochrOUSの 人体への感染については,最 近,

Simon`》 およびAlture-Werber,0'Hare&Louria5)

の報告がある。われわれは国立療養所13施 設で非定型

抗酸菌感染症の共同研究6川 を行なつているが,そ の間

に,人 型結核菌に似たR型 の集落を呈するが,salicylate

培地(SS培 地)に 発育することにより人型結核菌 と区

別される菌が散発的に分離されることを経験した。この

菌はrSS培 地発育菌」 として同定のために国立療養所

中部病院に送付されてきたが,就 中国立療養所天竜荘か

ら比較的頻回に発見され,と くに本報に報告する症例か

らは,毎 月3回 の検査で毎回分離された。本症例は残念

ながら手術の適応でなかつたために肺切除標本を調べる

ことはできなかつたが,特 異な症例として報告したい。

本症例の排泄菌は,M・rhodochrousと 類 似 し,M.

rhodochrOUSと 同属の菌 と考えられた。この菌は継代す

れば発育が速く,綿 栓で培養すれば赤色に発 色 す る の

で,人 型結核菌と容易に区別できる。しかし初代分離に

さいして密栓培養すれば,一 見,人 型結核菌と類似の集

落を形成し,発 色することもないので,ナ イァシンテス

トまたはSS培 地検査を行なわないと,人 型結核菌 と誤

られる可能性がある。 したがつて人型結核菌と間違いや

すい菌として注意を喚起したい。すなわち,本 報の目的

は,M.rhodochrOUS類 似菌の頻回排泄例の記載 と,人

型結核菌との鑑別の必要性を報告することにある。

方 法

1.M.rhodochrous類 似菌のscreening

Routineworkの 臨床検査で,ア ルカ リ処理に耐えて

1%小 川培地に発育 した菌を,0.5mg/mlsodiumsali・

cylate含 有1%小 川培地 と対照培地(1%小 川培地)に

接種 して37。C3～4週 培養して,SS培 地 に対照に近い

発育 した菌を集めた。SS培 地には人型結核菌と牛型結

核菌は発育しないか,発 育しても対照と比較 して小量の

発育にすぎないので,こ の培地に発育する菌は非定型抗

酸菌(人 型結核菌または牛型結核菌以外の抗酸菌)と 考

えてよい8)。
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以上の方法でscreeningさ れた菌は.い つた んゴム

栓1%小 川培地と綿栓1%小 川培地に継代されるとと

もに,発 育した菌をZiehl-N●elsen染 色法で染色鏡検 し

た。M,rhodochrous類 似 菌は綿栓1%小 川 培 地 で・

roughな 乾 燥した集落を形成 し,集 落は赤色または桃

色,ま れに燈褐色に着色する菌として容易に他の抗酸菌

と区別できた。発育は2代 目以降は3日 以内で起こり・

Ziehl-Neelsen法 で弱抗酸性の桿菌または球菌の形状を

示す。(注:発 育の速い菌であつても初代分離での発育

は遅いから注意を要する。また集落の発色には酸素の供

給が必要であるから,ゴ ム栓培養では発色しないし・パ

ラフィン綿栓でも発色が悪い。発色がない場合には,肉

眼で人型結核菌と区別することは困難である。)

2.薗 株の検査法

菌株の検査法は,Mycobacteriumお よびNocardiaの

分類学的研究に使用した方法を使用した9)10)。対照 とし

たのは,発 育の速いMycobacteri"mとNocardiaで,

これらの菌種および菌株名は前報した1●川,。

菌群(Taxon)ま たは菌種(Species)の 性状記載には,

Liston,Wiebe&Colwelli2,の"HypOtheticalMedian

Organism"(HMedO)を 用いるのが便利なので,こ れを

使用した。すなわち被検菌群または菌種の50%以 上の

membersが 示す陽性性状を(+),50%以 下のmembers

に よつて示される性状は(一)と 記載した。

成績および考察

3・".rhodochrous類 似菌頻回排泄患者の臨床経過

患者は国立療養所天竜荘入院中の35歳 の女性で,そ

の臨床経過および化学療法の概要を図に示す。患者は昭

和31年,喀 血を主訴として入院した。入院当時,両 肺

上葉に中等大の空洞があ り,GaffkyII号 が記録されて

いる。昭和31年 から昭和38年 まで 「結核 菌 培 養 陽

性」が記録されているが,こ の間に 「結核菌かと疑われ

た菌」が排泄された記録が3回 ある。患者は昭和33年

に左側胸成術を受け,こ の手術と化学療法によって昭和

38年 に 「結核菌培養陰性」 となつた。 レン トゲン像も

好転 し,昭 和38年 には空洞を認めな くなつたが,気 管

支造影では,両 肺上野とくに左上葉に著明な気管支拡張

像を認める。昭和44年 現在においても,こ の状態は不

変である。自覚的には多量の粘膿性喀疾を排 泄 して い

る。

共同研究を開始する直前,昭 和43年 に再び 「結核菌

に似て非なる菌」の排泄が注目されていたが,共 同研究

開始 とともに,こ の菌がSS培 地発育陽性であるところ

から,同 定のために分離の度に国立療養所中部病院に送

られてきた。この菌は毎月2～5集 落ずつ排泄されるの

で,検 疾を月3回 としたが,昭 和43年4月 から昭和44

年6月 まで(43年8月 から44年6月 まで月3回 検疾)
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Fig.ClinicalCourseofthePatientExcreting
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毎月毎回排泄された。同種の菌は,国 立療養所天竜荘入

院中の患者数名から2,3回 排泄されたが,他 の患者か

らは排泄されなかつた。他の療養所からも散発的に排泄

されたが,頻 回排泄例は上記の患者1名 のみであつた。

上記の患者では,本 菌の感染が疑われたので,患 者排

泄株の1株(Nα3410株)をglycerolの 代 りにglucose

1%を 添加した変法Sauton培 地 に7日 間培養した後,

濾液を100。c加 熱によって1110量 に濃縮した後,生 理

的食塩水で500倍 に希釈し,対 照の生食水とともに患者

の前腫内側皮内にO.1ml注 射 し,24時 間および48時

間後に反応を観察したが,発 赤も硬結も認められなかつ

た。他の類似株排泄患者(2,3回)4名,健 康者6名

でも発赤も硬結も示さなかつた。

以上のごとく,本 例では感染の確証 は な い が,M.

rhodochrOUS類 似菌が毎回排泄されるというのはきわめ

て異例のことと考えられるので,こ こに報告する次第で

あ る。

4・ 頻 回 排 泄 され た".rhodochroue類

似 薗 の 性 状

頻 回 排 泄 され たM.rhodochro"s類 似 菌は

ほ ぼ 同 じ性状 で あつ た ので,以 下 そ の1株

(No・3410)の 性 状 を 記 載 す る。 以 下,こ の株

を 「大庭 株」 と称 す る。

Gram弱 陽 性 の 頼 粒 を1な い し数 個 もつ 桿

状 型 また は球 状 型 を 呈 し,長 さは1～3μ 。

弱 抗酸 性 。 菌 糸 を 形 成 しな い。 発 育 速 度 は 速

く,小 川培 地 また はSauton寒 天 に2～3日

で発 育 す る。 ゴ ム栓 を す る と ク リー ム色 な い

し褐色 のroughな 乾 燥 した 集落 を 形 成 す る

が,綿 栓 を して 培 養 す る と赤 色 な い し桃 色 の

色 素 を 形 成 す る。 以 下 性状 は表1に 示 す。

大 庭 株 の 性 状 を発 育 の速 いMycobacterium,

Nocardiaお よ びM.rhodochrousATCC

13808と 比 較す る と表2の 通 りで,M.rhodか

chrousに 最 も近 い 。 これ ら の 性 状(表2)

は,前 の 研 究 結 果 か らMycobacteriumと

Nocardiaを 区 別 す る主 な 性 状 と して あ げ ら

れ る もの で あ る10》11⊃。M.rhodochrOUSと 大

庭 株 の 差 は,大 庭 株 がmannoseか ら酸 を形

成 す るの に 対 して,M.rhodochrousATCC

13808は 酸 を 形成 しな い 点 に あ る。 表2の 比

較 か ら,MycobacteriumとNocardiaの 性 状
ゴ
の差として7点 があげられるの に対 して,
ヲ
Mycobacteriumと 大庭 株 の差 は5点,Nocar。

diaと 大 庭 株 の差 は4点 で あ る。 大 庭 株 は

M.rhodochrOUSと と も に,Mソcobacte「ium

ともNocardiaと も異 な る 中間 的 性 状 を示 す

とい うべ きで あ る。

さ らにBergey'sManualis)1こ よれ ば,Mycobacterium

のkey性 状 は,抗 酸 性 で あ る こ と と菌 糸を 形 成 しない

こ とで あ るが,大 庭 株 は普 通 にい う意 味 で の 抗 酸性 は な

い の で(Ziehl-Neelsen染 色 法 で 淡 紫 色 に 染 ま る),

Mycobacteriumと は い え な い。 ま たNocardiaのkey

性 状 は,fragmentingmyceliumを 形 成 す る こ とにあ る

の で,菌 糸 を形 成 しな い 大 庭 株 はNocardiaと はい えな

い。 この点 と先 に述 ぺ た 性 状 の 差(表2)を あ わ せ 考 え

る と,大 庭 株 のた め に 新 しい 属 を 設 定 す る のが 妥 当 の よ

うに思 わ れ る。 もち ろ んM.rhodochrOUSも こ の属 に 入

る。 大 庭 株 が 新 しい 属 で あ る こ とを 支持 す る 根 拠 と し

て,Skermani4)の"AGuidetotheIdentificationof

theGeneraofBacteria"を 辿 つ て も,こ れ に該 当 す る

属 を見 出 し えな い こ と もあ げ られ る。 た だCowanand

Steel15)の"ManualfortheIdenti丘cationofMedical

Bacteria"に よる とNocardiaに 入 る。 しか し前 述 の よ
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Table1.Character8・fStrainN・.3410(Ohba)18。latedfr・mtheSputum・faFemalePatient

Gram-Positive,Onlyweaklyacid-fast,Rodorcoccoidform.Myceliumnotformed・Growthrapid

(Gr・wthat2t・3day9・nOgawaeggmediumandSaut・nagar).C。1。nym・rph・1・gy:R・ughand

redishorpinkishwhenincubatedwithair,

Nitratereducedtonirite.PASnotdegraded,Salicylatenotdegraded.

Gr・wth・nO.2%PAS.Gr・wth。nO.25mg/mlhydr。xylamine.N・gr・wth・nO.5mg/m'hydr・xylamine・

TolerancetoO,2%picricacidonSautonagar, コ の の
Positiveacetamidase,urease,nicotinamidaseandpyrazinamidase.Negativebenzamidase・lsomcotm.

amidase,salicylamidase,succinamida8e,allantoinaseandmalonamidase、

Utilizationoforganicacidsassolecarbonsources.Acetate,8uccinate,malate,pyruvateandfumarate

utilized.Citrate,benzoateandmalonatenotutilized.

Utilizationofcarbohydratesassolecarbonsources,Glycero1,glucose,mannose,t「ehalose・inositol・

ethanol,propano1,fructose,sucrose,propyleneglycolutilized.Galactose,arabinose・xylose・

rhamnose,mannitol,sorbitol,1,3。.1,4-and2,3-butyleneglyco18notutilized・

Acidformedfromglucose,mannose,trehalose,andinogitoLAcidnotformedfromgalactose・arabinose・

xylose,rhamnose,mannitolandsorbitol,

Utilizationofnitrogencompoundsassimultaneousnitrogenandcarbonsource8・Glutamate・91ucosamine

andacetamideutilized.Serine,benzamide,monoethanolamineandtrimethylenediaminenotutilized・

Utilizationofnitrogencompoundsassolenitrogensource.Glutamate,serine,methionine・acetamide・

urea,nicotinamide,isonicotinamide,succinamideandnitrateuti且ized.Benzamideandnitrit¢not

utilized.

Toleranceto5μ91mlethambutol.ToleranttoO.1%sodiumnitritebutnottoleranttoO・2%sodium

nitrite.Growthono.5mg/mland1.omglm'sodiumsalicylateinogawaeggmedium・Growthon

TCHmedium(10Pt91mlthiophen-2-carbonicacidhydrazide).Niacin-negative・

Table2.Comparisonbetween1吻 ω ゐσご'〃ium(Rapidlygrowingmycobacteria),ハro`474`4,

　ル砂 ω ∂act〃 伽 鋭鱒 γ加40`hrousandStrainNα3410(Ohba)

Character 〃y`0δOd〃 ゴ翼甥
Straia
O1止a

〃.7ゐodo『 み70翼5
AT㏄13808

、《呂αr474`4

Completeacid-fastness

Partialacid-fastness*

Myceliumformation

Nitratereduced

Twoweek-arylsulfatase

Acidfrommannose

UtilizationoftrimethylenedimaineassimultaneousN
andCsources

Colonypigmentation

1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

SymbolsintablewereexpressedastheHMedOpreparedfromtheHMOsof〃.助'ei.M.smegma"5,M.ノ07'忽 ゴ'醐,

M.4δ5`ess〃5,M.加74ノ'ortuitum,andM.び4`ごae(11)andastheHMedOpreparedfromtheHMOsofIV .α5'e70fゴ ε5,

1V.∂745ゴ 〃ensis,N.`aviae,〃.ノ 召κ 傭`4and1》rubra(10).A8totheHMO(hypotheticalmeanorganism),referto

refere】nce11.

◎StrainOhbaisuniformlyweaklyacidfast
,staininglight-violetbytheZie111。Neelsen8tain,butNocardiasare

"partialacid -fast" ・whichsllowcompleteaciユ ーfastrodsorcoccoidsialnostnonacid-fastrod80rmycelia.

うに菌 糸 を 形 成 しな い とい う点 でNocardiaと は 決定 的

な 差 が あ る。しか しMycobacteriumよ りも若 干Nocardia

に 近 い と思 わ れ るの で,Nocardiaと 同 じfamilyActino・

mycetaceaeに 入 れ るべ きか も しれ な い 。 た だ し,こ の

大 庭 株 の 属 をActinomycetaceaevこ 入 れ る と,菌 糸 形 成

の な い 菌 を 入 れ る こ と とな つ て,ActinomPtcetaceaeの

keycharacter13)が くず れ る こ とに な る。 そ うな る と,

新 しい 科 を 作 るぺ きか も しれ な い。 これ ら の点 につ い て

は 向 後 の 研 究 に ま たね ば な らな い 。

い ず れ に して もM・rhodochrOUSお よび 大 庭 株 は,

Mycobacteri"mとNocardiaの 中 間 的 な 性 状 を 有 す る

の で,新 しい 属 を 設 定 す るの が 妥 当 と思 わ れ る。 この さ

い 新 しい 属 名 と して は,最 初 にM.rhodochrousをNo・

cardiaか ら区 別 したGordonandMihm1)の 業 績 に ち

な ん でGordonaの 名 を 提 唱 した い。 科 に つ い て は 前述

の ご と く問題 が あ るが,菌 糸 形成 を 欠 く点 か ら考 え て 暫

定 的 にMycobacteriaceaeひ ご入 れ て お く。 大 庭 株 とM.

rhodochrousATCC13808と は か な りの 差 が あ る の で

(文 献16参 照),一 応 別 種 と考 え て,前 者 をGordona

bronchiaZis(typespecies),後 者 をGordonarhodoch「oa



1970年6月

と命 名 した い。 σ・bronchialisのtypestrain(No,3410

株)はATCC25592と してAmericanTypeCulture

Collectionに 保 存 され て い る。

結 論

"Mycobacterium"rhodochrousに 類 似 す る菌 を頻 回 に

排泄す る一 症 例 を 経 験 した の で 報 告 した 。 この 菌 は ゴ ム

栓培養 を行 な う と初 代 分 離 の さい に 人 型 結 核 菌 と誤 られ

やす い ので 注 意 を 要 す る。 この 菌 はM.rhodochrousと

ともにMycobacteriumとNocardiaの 中 間 的 性状 を示

すの で,そ の 区 別 点 を 明 ら か に した。
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